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六
七
三

ハ
タ
ホ
ウ
ゲ
ン
テ
キ
白
峰
玄
滴
石
川
郡
留
澗
一
苗
簡
な
り
と
し
、
彼
等
が
商
業
を
以
て
富
岡
の
最
上
一
刀
勝
手
次
第
。
』
と
あ
る
。
博
努
頭
取
が
あ
っ
て
彼
等
一
ハ
ヨ
ネ
箱
根
鳳
至
郡
名
舟
の
内
の
小
字
。

宗
大
莱
寺
二
十
五
代
の
住
持
。
明
堂
雄
政
の
法
嗣
。
一
策
と
す
る
の
理
由
一
に
之
に
図
る
と
論
じ
、
且
つ
彼
一
を
裁
許
し
て
ゐ
た
。
一
ハ
コ
バ
ン
箱
番
滞
政
時
代
に
、
金
・
揮
の
町
家

近
江
彦
根
の
入
。
美
濃
の
全
昌
寺
に
於
い
て
出
家
し
二
等
の
測
算
臨
術
に
精
し
き
に
心
酔
し
て
、
我
が
闘
の
一
バ
タ
ロ
ウ
マ
チ
博
勢
町
町
村
一
ロ
務
政
申
は
金
一
に
十
人
組
が
あ
り
、
十
人
組
若
干
を
併
せ
た
組
合
侮

寛
文
八
年
春
大
莱
寺
の
諭
に
邸
じ
、
十
年
入
用
十
四
一
粉
撃
を
忘
れ
る
に
至
る
も
の
多
き
を
痛
賭
し
た
の
で
一
律
の
本
町
で
、
一
に
馬
努
町
と
も
書
い
た
。
昔
は
此
一
に
組
合
顕
と
箱
番
と
を
置
い
た
。
箱
番
は
、
組
合
内

日

寂

し

た

。

一

あ

っ

た

o
安

政

四

年

の

者

。

一

の

地

に

博

努

等

が

群

居

し

た

L
め
町
名
と
な
っ
た
。
一
の
各
亭
主
が
死
後
の
家
替
相
鍛
及
び
財
産
磁
分
に
闘

ハ
タ
マ
イ
ザ
カ
白
米
坂
珠
洲
郡
中
ハ
部
務
名
v
一
ハ
タ
リ
ツ
ホ
ウ
ジ
ツ
キ
自
立
費
貿
記
一
加
。
一
ハ
グ
ロ
ナ
リ
ザ
ネ
羽
黒
成
費
↓
マ
キ
ノ
ナ

p
一
し
て
認
め
た
遺
書
を
用
箱
に
磁
還
し
て
之
を
自
宅
に

の
内
大
口
か
ら
飯
聞
に
向
か
ふ
山
路
。
高
さ
二
六
O
一
著
者
及
び
著
作
年
代
不
帯
。
安
永
五
年
商
問
普
臓
が
一
ザ
ネ
牧
野
成
賞
。
一
保
管
し
た
の
で
あ
る
。
跡
式
の
務
着
し
た
時
に
も
、

米
。
文
化
の
醤
上
に
、
『
白
米
坂
と
巾
は
北
方
村
・
申
一
金
谷
御
殿
に
於
い
て
中
村
高
右
衛
門
を
殺
害
し
た
次
一
ハ
グ
ロ
ミ
ヨ
ウ
ジ
ン
羽
黒
明
紳
鳳
至
郡
合
随
一
遺
言
紋
・
談
受
朕
な
ど
を
一
括
厳
封
し
た
も
の
を
保

田
村
領
に
て
候
。
』
と
あ
る
。
こ
の
白
米
坂
は
、
鳳
至
一
第
を
小
説
化
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
前
宇
は
老
一
に
鎮
座
す
る
。
文
政
祉
甥
帳
に
mm
黒
大
明
耐
と
見
え
一
存
し
て
置
い
た
。

郡
一
郎
料
坂
と
は
苧
中
。
一
侯
前
悶
霊
山
棋
の
詑
行
と
高
右
衛
門
の
非
望
と
を
叙
す
一
る
。
今
一
例
黒
柿
祉
と
い
ふ
も
の
で
あ
る
。
一
ハ
ヨ
ミ
ヤ
箱
宮
江
沼
郡
能
差
損
に
属
す
る
部

ハ
ク
ヤ
ザ
示
ケ
箔
屋
佐
助
山
城
山
崎
の
浪
人
一
る
こ
と
、
他
の
同
類
の
醤
に
兆
し
て
多
い
。
一
ハ
グ
ロ
メ
イ
ハ
ヒ
歯
黒
鼠
務
政
時
代
に
能
鷲
一
一
帯
。
こ
の
村
に
白
山
富
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
箱
宮
と

松
弁
惣
兵
衛
の
子
。
製
箔
を
習
ひ
、
能
脅
七
尾
に
下
一
ハ
タ
リ
ュ
ウ
自
龍
』
サ

y
y
ユ
ウ
ハ
タ
リ
ユ
一
の
践
家
で
は
、
女
子
が
結
婚
前
若
し
く
は
結
婚
後
に
一
い
う
た
の
で
あ
る
o
笈
恕
紀
聞
に
、
こ
の
村
と
打
越

り
、
そ
の
製
し
た
も
の
を
前
回
利
家
に
献
じ
て
、
大
一
ウ
三
洲
白
館
。
一
自
己
の
愈
敬
す
る
他
家
の
婦
人
と
親
子
関
係
を
結
ぶ
一
の
領
境
に
ち
こ
谷
と
い
ふ
が
あ
り
、
回
の
中
に
釣
銭

一

-

h

s

q

ケ

-

に
感
貨
を
得
、
矢
田
村
天
満
に
百
聞
四
方
の
地
を
奔
一
ハ
タ
リ
ン
ジ
鵠
林
寺
鹿
島
郡
金
丸
に
在
っ
て
一
を
、
餓
喋
付
親
・
餓
線
付
子
と
い
う
た
が
、
必
ず
し
一
が
埋
れ
て
ゐ
る
と
停
へ
る
が
、
山
代
の
事
光
寺
の
萄

領
し
た
。
そ
の
子
箔
屋
際
四
郎
は
法
名
を
滞
法
と
い
一
提
出
訳
東
訴
に
鹿
す
る
。
一
も
質
際
に
漫
衝
す
る
を
袈
し
な
か
っ
た
。
こ
の
際
親
一
抵
で
あ
る
と
記
し
て
ゐ
る
。

ひ
、
寛
永
十
六
年
正
用
サ
七
日
船
七
十
四
を
以
て
夜
一
ハ
タ
レ
イ
ヒ
ヤ
タ
ギ
ン
由
嶺
百
吟
明
治
五
年
一
た
る
者
か
ら
黒
豆
の
強
飯
を
贈
り
、
之
を
子
た
る
者
一
ハ
ヨ
ミ
ヤ
シ
ラ
ヤ
マ
ジ
ン
ジ
ヤ
箱
宮
白
山
締
結

し

た

。

一

布

川

正

枠

の

白

山

に

関

す

る

献

を

集

め

た

も

の

o
E
一

の

親

戚

に

分

配

し

た

。

一

江

沼

郡

箱

宮

に

鎮

座

す

る

。

式

内

等

沓

位

記

に

、

『

箱

ハ
タ
ユ
ウ
マ
ン
サ
イ
簿
謹
漫
載
二
加
。
一
一
一
宅
一
神
は
越
前
大
野
の
酒
造
家
で
、
文
政
十
年
に
生
ま
れ
、
一
パ
ケ
モ
ノ
パ
シ
化
物
橋
金
探
橋
梁
記
に
、
『
ば
一
宮
白
山
紳
枇
o
箱
宮
銀
座
。
今
帯
二
脚
明
富
刊
窃
枇

橘
問
者
。
文
化
入
年
か
ら
九
州
に
遊
び
、
封
勝
で
は
一
後
問
中
大
秀
・
申
島
民
足
に
師
事
し
て
凶
感
を
修
め
一
け
も
の
橋
、
観
脅
町
あ
か
鳥
居
向
』
と
あ
る
。
今
所
一
也
0
』
と
あ
る
o
現
に
箱
宮
跡
枇
と
稽
す
る
。

鯨
使
金
臨
海
に
随
従
し
た
李
淑
相
・
金
普
臣
と
箪
誠
一
た
人
で
あ
る
o

一

在

を

知

ら

ぬ

。

一

ハ

コ

ヤ

函

屋

羽

咋

郡

上

棚

の

内

の

小

字

。

し
]
次
い
で
長
崎
で
は
消
客
関
商
と
交
h
v
、
海
外
の
一
バ
ク
ロ
・
ワ
憾
郵
務
政
時
代
に
、
博
努
は
馬
商
一
ハ
ヨ
ダ
テ
ノ
Z
キ
函
館
の
彼
明
治
二
年
五
周
一
ハ
ヨ
ヤ
ガ
ハ
箱
屋
川
羽
咋
郡
上
棚
領
は
こ
や

事
情
を
祥
か
に
し
て
翌
春
蹄
京
し
た
。
こ
の
聞
の
紀
一
人
で
あ
り
、
傍
ら
貨
馬
と
聴
す
る
諸
士
の
稽
古
馬
を
一
官
軍
に
搭
抗
し
た
榎
本
釜
次
郎
等
は
五
稜
廓
に
於
い
一
谷
内
か
ら
出
で
、
同
領
で
於
古
川
に
務
合
ふ
。
流
程

行
及
び
詩
賦
百
五
十
首
が
本
訟
に
攻
め
ら
れ
て
ゐ
一
伺
ひ
置
き
、
朝
夕
城
下
浅
野
川
・
陣
川
の
馬
場
に
率
一
て
隣
接
し
た
が
、
そ
の
徒
古
川
平
次
郎
・
小
出
市
松
・
一
二
粁
七
許
。

る
。
文
化
十
一
年
刊
行
。
一
ゐ
て
来
て
之
を
貸
奥
す
る
を
業
と
す
る
も
の
で
、
浪
一
藤
田
伊
太
郎
・
大
森
吉
次
郎
・
川
口
藤
吉
郎
・
鹿
瀬
踊
一
ハ
ザ
カ
沼
援
鹿
島
郡
一
背
庄
に
回
す
る
部
落
。

ハ
タ
ラ
ク
伯
祭

J
パ
イ
馬
問
。
ド
一
人
博
努
と
町
博
努
と
あ
り
、
馬
莱
袴
を
着
し
、
深
き
一
太
郎
の
六
人
は
、
九
且
十
八
日
大
型
寺
務
に
預
け
ら
一
ハ
サ
ダ
Z

波
佐
谷
能
美
郡
腕
梅
郷
に
関
す
る

ハ
ク
ラ
ン
チ
ョ
ウ
フ
駁
蘭
長
賦
一
加
。
米
健
一
菅
笠
を
被
っ
て
跨
た
。
金
深
町
曾
厨
留
程
に
載
せ
た
一
れ
た
。
依
っ
て
務
は
公
用
人
岩
原
立
右
衛
門
等
を
邸
一
部
帯
。
謹
如
の
三
子
慈
綱
策
績
の
草
創
し
た
松
岡
寺

来
航
以
後
務
論
挺
々
と
し
て
起
り
、
そ
の
多
く
は
鎖
一
貿
永
七
年
入
居
町
奉
行
の
言
上
醤
に
『
江
戸
博
努
共
一
、
日
増
上
寺
に
遣
は
し
て
、
一
宮
務
よ
り
古
川
等
を
受
一
は
こ
の
邑
に
在
っ
た
。

港
鑓
夷
を
主
張
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
狩
谷
践
友
一
は
万
を
差
候
磁
、
蛍
地
金
樽
町
博
努
共
は
如
何
成
諦
一
取
り
、
湯
島
の
態
雲
寺
に
在
っ
た
大
嬰
寺
務
の
本
笹
一
ハ
サ
ダ
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